
史跡 明石城跡石垣の修理と歴史判断
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阪神淡路大震災による石垣の破損状況調査図 平成7年1月

地震による地割れ

余震で崩壊し続けた



阪神淡路大震災からの復旧状況 桜堀側の石垣状況

樹木の根は浅く、石垣の深部まで根を張っていない。
根は横方向に伸びている。



石 垣 破 損 調 査 カ ル テ 石垣の破損度判別表、予算要求のための試案



石垣復旧事業についての考え方 平成7年1月 都市住宅部公園緑地課

明石公園石垣復旧事業についての基本的
な考え方

復旧対象：兵庫県南部地震による被災区域の内、崩壊
または、そのまま放置すれば崩壊の危険性の
高い石垣について、災害復旧事業の対象とす
る。

なお、自身により歪みを受けているが、当面
崩壊の恐れのない区域については、今回、復
旧の対象とせず、要観察区域として歪みにつ
いて継続的に観察する。

復旧方法：石垣については、被災位置での原形復旧とし、
石垣の位置等については時代考証による変更
を加えない。中略

復旧手法：都市災害復旧事業で行う
（Ｈ７～８または9年度まで、最終年度は建設
省と要調整）
現時点では、国の都市災予算はＨ６補正予算

工事の実施
文化財補助事業では、約300㎡/年の進捗度合いでの
修理が一般的。被害面積は、5600㎡との調査結果
災害復旧期間内の工事として再検討 ⇒ 4000㎡弱



阪神淡路大震災からの石垣の災害復旧状況(東ノ丸)

震災前写真

復旧予想概念図

竣工写真

被災写真

解体状況

亀裂

崩落



阪神淡路大震災からの石垣の災害復旧状況

５～６ｍ

石垣の積み直しにおいて、根切のため、約６ｍ程度、切削する必要があった。



阪神淡路大震災からの石垣の災害復旧状況

現代版版築

石垣の石、裏込石、そして、土層となる。積み直しに際しては、高石垣が多い明石城では、５～６ｍ程度が
切削されてしまうため、大事な樹木等は、成長しすぎる前に移植などの手立てを施す必要がある。



巽櫓・坤櫓災害復旧

坤櫓作業ステージの設置

曳 屋

皆の誇りである櫓を解体しないとの方針 初めて曳屋を実施



石 垣 修 理 箇 所 図 11か所の出会い帳場、4000㎡弱を積直

青印のところは、積み直しをあまりしていないところである。



史跡 明石城跡の石垣現況 2021 0211 現在

本丸、二ノ丸、東ノ丸と続く、総長300ｍを測り、10ｍを超える高石垣は見事であり、その石垣
の様は、他では見られない風景である。



史跡 明石城跡の石垣現況 2021 0211 現在

震災の破損調査図に示すＣの一部、Ｄの箇所は積み直しをしていない。一部、孕みのある
箇所について、経過観察中であるが、南海・東南海地震を想定しての対応が必要である。



明石城跡の歴史（明治以降）

• 明治４年(1871)年、廃藩置県により明石
県、同年飾磨県と改称。

• 同９年(1876)、飾磨県が廃止され兵庫県
に統合 。

• 同14年(1881)、廃城令により城を解体開
始、旧藩士らが城址を取得。

• 同16年(1883)、国より公園開設の許可 。

• 同31年(1898)、御料地に編入、宮内省の
管轄 。

• 同34年(1901)、宮内省京都事務所が巽
櫓と坤櫓の修理 。

損傷著しい本丸・二ノ丸、本丸土塀取壊し。

• 大正７年(1918)、兵庫県が本丸付近の
10haを借り受け、県立明石公園誕生。

• 同13年(1924)、公園区域を30haに拡張。

• 昭和４年(1929)、御料地全域の払い下げ。

• 同７年(1932)、概ね現在の明石公園の姿
に整備。

明石市史資料（明治前期編）第7集下
明石市 1998年

維新以後の明石城跡
１ 明石城を公園に拝借したしと英人の出願
２ 明石城取毀問題で官庁の食言に憤慨
３ 明石城再度の注意、決死篭城の覚悟
４ 明石城取毀問題、明るい解決でケリ
５ 当城内現状保存の儀願



明石城跡の歴史（戦後）

・ 同32年（1957）、坤櫓・巽櫓 重要文化財
の指定

・ 平成7年（1995）、阪神淡路大震災により
被災

※ 都市公園施設の石垣をはじめて文化財
と同等の考え方で復旧

（建設省補助）

・ 同16年（2004）、明石城跡の史跡指定

※ 官報告示：
兵庫県教育委員会・明石市教育委員会
に備えて縦覧に供する 9月30日

※ 競技場施設の周辺を除いて指定
施設の運用に支障が無いように外した。
但し、同競技場には遺構が残ることを尊
重し、保護することを示し合わせた。


